
多井畑西地区の将来像について（ 報告）  

 

１ ．  将来像策定までの経緯 

・ 市街地近郊で豊かな自然環境が多く 残る 多井畑西地区において、 無秩序な開発を

抑制し 、 里山や農地などを 保全活用する ため、 令和２ 年７ 月に同地区内の土地

（ 約 29ha） を UR都市再生機構から 譲り 受け、 みどり 豊かな都市環境を 図る 取組み

を 進めている 。  

・ こ れまでは民有地と 市有地が混在する こ と や民間事業者等によ る 面的開発を 前提

に地域内で話し 合いが進めら れていた経緯を 踏まえ、 ま ずは地権者に対し て丁寧

な説明が必要である ため、 地権者全体検討会などを 開催し 、 地区の課題や魅力、

活用方法等について意見交換を 進めてき た。  

・ 令和４ 年３ 月 27 日の第５ 回地権者全体検討会において、 地権者と 本市の協働で作

成し た土地利用の方向性を 示す「 里山の保全・ 活用に関する 将来像（ 案）」 を 提示

する と と も に、「 多井畑西地区の全体検討会ニュ ース」 によ り 情報共有を 図っ てい

る 。  

 

２ ．  多井畑西地区の将来像 

○土地利用ゾーニン グ 

・ 地区の対象面積が広大で、 場所によ っ て、 地形・ 利用状況・ 所有状況等が異なる た

め、 エリ アを 区分し 、 保全する エリ ア・ 利活用する エリ アなど を 設定する 。  

・ また、 それぞれのエリ アで土地利用の方向性を 定め、 それを 基軸と し ながら も 、 相

互で連携が可能と なる よ う 保全・ 利活用の取組みを 推進し 、地区全体への波及効果・

相乗効果を 図る 。  

図 多井畑西地区のゾーニン グ 
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○各ゾーン における土地利用の方向性 

① 里山保全・ 活用ゾーン （ 小川を 含めた地区の北側： 緑部分）  

豊かな自然や生物多様性を 守り つつ、里山資源を 活用し 、適切に里道、水路等を 管理・

再生し ながら も 、 都市近郊にあり ながら 周辺住民の方々など も 親し むこ と ができ る よ

う な都市型の里山空間を 創出する 。  

 

② 交流ゾーン （ 地区中央部の小川沿い： 紫部分）  

地区内各ゾーン に訪れる 人や周辺住民が憩い・ 集える 場所と し て、 交流でき る 場所を

地域や学生などから 様々なアイ デアを いただき ながら 、 協働で整備する 。  

 

③ 利活用ゾーン （ 小川よ り 南側： オレ ン ジ部分）  

豊かな自然が多く 残る 里山環境のポテン シャ ルを 生かし つつも 、 こ のよ う な環境と 調

和し 、 現状の環境と 新たな利活用が共生可能な未来型の生活空間の創出を めざす。  

 

④ 環境調和施設ゾーン （ 地区西側市有地： 青色部分）  

里山環境や自然環境と の調和や周辺の住環境にも 配慮し ながら 、 地区全体への利益還

元、 ゾ ーン 間での連携、 地区への回遊性向上など が可能と なる よ う な、 地区全体への

波及効果が見込まれる 施設を 誘致する 。  

当ゾ ーン が利活用ゾーン への民間事業者の参画を 誘発し 、 促進する よ う に、 民間事業

者が事業主体と なる モデルケースと し て、 取組みを 進める 。  

 

３ ．  今後の進め方 

・ 引き 続き 、 地権者と の意見交換や、 民間事業者のアイ デアを 頂き ながら 、 将来像

実現に向けて、 ゾーン 毎の具体的な取組内容の検討を 進め、 実施計画を 策定す

る 。  

・ 環境調和施設ゾーン については、 先行し て地区内での相乗効果が見込まれる よ う

な利活用の取組みを 検討する ため、 サウン ディ ン グ型市場調査を 実施する 。  

・ 将来像の実現を 見据えて、 竹林整備や交流広場の整備など、 先行的に学生や民間

企業などによ る 利活用の取組みを 実施する 。  

・ こ れら の取組みを 持続可能なも のと する ために、 多様なステ ーク ホルダーに対し

て、 地区への参画を 促すと と も に、 意見を 伺いながら 協働のま ち づく り の取組み

を 進める 。  
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